
するBraess パラドックス（Nash均衡のPareto  

iりefhciency）にっいて説明がなされた・  

（3）「OntheConJe裏tyofLo声SProbabilitiesJ 

女onald W．Wolff（University of California．at   

Berkeley）   

M／G／c呼損系におけるアーラン損失確率がサーバ  

数に関して凸である性質について，証明の歴史的な経  

緯が紹介きれた．次に 

ビスを持つ場合，また到着過程が更新過程に従う場合  

に拡張できること，さらには独立同一なサービス分布  

を持つ任意の到着過程に対しても，凸性を持つことが  

示された．   

⑳ゲーム理論とその応用⑳   

・第25回 

日 時：10月19日（土）14：30～17：45  

出席者：30名  

場 所：東京工業大学酉9号館715号室・  

テーマと講師：  

（1）「OR－GamesandMonotonicSharingRules」  

Professor Stef TIJS′（Tilburg University，．The   

Netherlands，tempOrallyTokyoInstituteofTech・   

nology）  

最小費用木ゲーム，線形生産ゲーム，・待ち行列ゲー  

ムなど，ORのさまざまな最適化問題とその上での費  

用分担問題の関連について，協力ゲーム（特性関数形  

ゲーム）による定式化，コアなど特性関数形ゲ」ムの  

さまぎま一な解による分析結果が報告された．単調性を  

持った分担方式につし 

報告された．  

（2）「CooperativeStochasticGamesJ 

ir9fessor Leon PETROSJAN（St．Petersburg   

StateUniversity，Russia）   

展開形ゲームの上での協力関係を特性関数形ゲ「ム  

として表現し，その解を用いて分析した結果が報告さ  

れた．時間の経過によるゲームの変化が確定的な場合，  

確率的な場合のそれぞれを対象 

ームの解をもとに時間整合的な解をどのようにして定  

毒すればよいかについて，報告者の最新の研究成果が  

報告．された．・  

00R／MSとシステムマネジメント研究部会○   

・第2回  

日・時：9月28日（土）13：30～16：30  

出席者：33名  

場 所：三菱総合研究所2階大会議室  

テーマと講師：「アンバンドリングの戦略論」   

根来龍之（早稲田大学商学部）   

自社だけではなく他者の活劫を自社活動に結び付け  

て事業活動を営むビジネスモデルの構築をアンバンド  

リング戦略と呼ぶ．厳密な概念定義を行った上で，製  

薬産業，銀行など実際のビジネスの事例を分析する説  

明モデルの提案と紹介があった．産学から多．くの参加  

者があり活発な質疑応答が行われた．   

⑳待ち行列⑳   

・第166回  

日 時：10月・19（土）14：00～17：qO  

出席者：36名 

場 所：東京工業大学西8号館（W）809号室  

テーマと講師（＊は講演者）：  

（1）「WebC／Sシステムの容量設計のアプローチについ  

て」   

＊鱒田津幸（㈱NTTデータ），牧本直樹（筑波大   

学）   

メインフレームや汎用機等の既存資産と連携する  

WebClient／Server型システム 

容量設計問題の観点から紹介がなされた．次に対象シ  

ステムに対する定量的な評価のためのシミュレーショ  

ンモデルと実機実験との比較検証について報告がなさ  

れ，モデルの妥当性に関する議論が行われた．  

（2）「分散システムやネットワークにおける，分散型最  

適化による逆説的性能劣化の 

亀田幕末（筑波大学）   

分散システムやネーットワークの管理者が，∴自己の管  

理するジョブのコストを個別に最適化しようとする非  

協力ゲームのNash均衡問題において，通信容量を増  

強すると，逆に全ての使用者・管理者のコストが劣化  
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グによる防止システムのほか海や森林の二酸化吸収量  

を考慮に入れたモデル，非線形計画モデルなどを考察  

した．  

（2）「環境問題の今後の動向」   

有水 砥（有水研究所）   

最近の地球温暖化防止行動計画の動向，温暖化防止  

計画における二酸化炭素排出量問題の重要性，そこで  

の森林生態系の状況，京都議定書のその後，排出権売  

買，世界の水問題，地球と人類の生存問題における個  

人の意識改革等幅広い現況を具体的数字とともに議論  

した．   

00R／MSとシステムマネジメント研究部会○   

・第3回  

日 時：10月26日（土）13：30－16：30  

出席者：13名  

場 所：三菱総合研究所2階大会議室  

テーマと講師：「ガリバー急成長のしくみ」   

村田再生（㈱ガリバーインターナショナル代表取締  

役副社長）   

経営者の視点から急成長の：哩由が独特のビジネスモ  

デルの構築にあることの説明を受けた． 中古車業界に  

おいて徹底した顧客志向に重点を置き，ローコストオ  

ペレーションとハイスピードを実現するビジネスモデ  

ルを次々と進化させてきた過程でのさまざまなエピソ  

ードも披露され，質囁応答は盛況となった．・   

OCOM・APS（先進的スケジューJ）ング）○   

・第16回  

日 時：10月31日（木） 

出席者・：32名  

場 所：青山学院大学青山キャンパス総研ビル9階第  

16会議室  

テーマと講師：「プロセス製造業向けAPSの特徴と  

対応パッケージソフト」   

降旗勝夫（システムプラザ株式会社）   

本講演では，プロセス製造業における生産活動の特  

徴について述べ，これに対応したスケジューリングシ  

ステムの紹介及びデモンストレーションがなされた．  

本システムの特徴は，数多くのプロセス製造業周有の 

時徴を扱える点と最適化指向の強いスケジューリング  

システムでは難しいマニュアル操作の導入である．  

○評価のORO   

・第15回  

日 時：10月19日（土）13：30－16：30  

出席者：11名  

場 所：政策研究大学院大学  

テーマと講師：  

（1汀非ラデイアルDEAモデルのネ・ノトワ丁ク型アル  

ゴリズムの構築」   

本間隆嗣（東京理科大学）   

LANにおける分散計算機環境を利用し，DEA－  

RAM（Range－Adjusted Measure）モデルの並列計  

算アルゴリズムを提案し，LAN上のPC 

ミュレーションによりアルゴリズムの性能を調べた．  

RAMモデルの妥当性について議論があった．  

（2）「DEAを用いた時間による構造変化に関する研究」   

青木真吾（東京理科大学）   

DEAを用いたフロンティアシフト計測の方法論を  

提案し，フロンティアクロスを統計的に検出できるこ  

とを示した．郵便局に対する効率性分析の実証研究に  

より，有効性を示した．スラックならびにBCCモデ  

ルを考慮すべきとの指摘がなされ－た．  

（3）「Scale，IndivisibilitiesandProductionFunctionin  

Data Envelopment AnalysisJ 

Dr Biresh Kumar Sahoo（NationalGraduate  

InstituteforPolicyStudies）   

DEAにおける規模の収穫性（returns to scale）と  

規模の経済性（economies of scale）の概念を再整理  

した．多段生産プロセスにおける不可分性の存在が技  

術構造を非凸にし，その結果，CCRならびにBCCモ  

デルなどの標準的凸型DEAモデルでは規模の経済性  

を表現できない 

0不確実環境下での意思決定法○   

日 時：10月21日（月）  

場 所：日本科学技術連盟2号館1階A室  

テーマと講師：  

（1）「地球温暖化防止システム」   

小田中敏男   

筑波大学森田先生がシミュレーション計算された  

2100年までの二酸化炭素排出量許容限界領域図に基  

づいて，地球温暖化防止システムのモデル化を提案し  

た．′ト田中流ファジィ・ダイナミック・プロタラミン  

2003年1月号  （61）61   
© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



場∴所：・東京工業大学西8号館（W） 

テーマと講師：  

（1）「M／D／1待ち行列の定常確率の級数展開について」   

中川健治（長岡技術科学大学）   

M／D／1待ち行列長の定常確率について，その確率  

母関数の極と留数を用いた定常確率の級数展開が紹介  

された．またその結果に基づく定常確率の上界と下界  

が示され，数値例を基に精度の有効性について議論が  

行われた．  

（2）「Passive測定／Active測定を組み合わせ．た測度変  

換型品質測定技術CoMPACTMonitorについて」   

三好直人（東京工業大学）   

インターネット上のトラヒッタ品質測定手法として，  

Active測定とPassive測定を組み合わせた品質測■足  

技術が紹介された．特徴として， 

する試験トラヒッタめ．負荷を極力抑えられること，複  

数のユーザやアプリケーションの，トラヒッタ品質を同  

時にかつ個別に測定できることが示された．  

○アルゴリズムと最適化○  

・第8回  

日 時：11月9日（土）14：00－18：20  

出席者：25入  

場 所：筑波大学第三学群K棟102室  

テーマと講師：  

（1）「一定間隔で出力を行う列挙アルゴリズムの構築」   

宇野毅明（国立情報学研究所）   

列挙アルゴリズムを工学的な目的で応用する際，連  

続する2つの出力間の計算時間や解の差分は小さしヽほ  

ど望ましいトその実現は一般に容易ではないが，・既存  

のアルゴリズムに簡単な改良を加え， 

さくする方法が提案され，従来の方法では改良できな  

かった列挙アルゴリズムに対しても有効に働くことが  

報告された．  

（2）「錐線形計画入門」   

村松正和（電気通信大学）   

線形制約に加え，解が凸錐に含まれることを制約条  

件とする経線形計画問題は，凸計画や半正定値計画な  

ど様々な数理計画問題をサブクラスに含んでい・る．発  

表では錐線形計画法に閲し，双対性などの基本的な定  

理をはじめ，主内点法や主双対内点法などのアルゴリ  

ズム，半無限計画法などへの応用にいたるまで丁寧に  

解説■された．  

（3）「状況依存型最適化手法め試みとその異種メディア  

間連想検索への適用」   

北川高嗣（筑波大学）  

1●っの文章が複数の意味を持つことは希でな．いが，  

文 

を伝えることができる．－これを一例に，一般化連作用  

素によって逆問題の近似解を求める際の部分空間選択  

手法を一般化・拡張することで，制約に応じた最適な  

部分空間の選択と計量の定義を実現する数学モデルが  

紹介された．   

0待ち行列○   

・第167回  

日 時：11月16日（土）14：00－16：30  

出席者：24名  

第4回理事会議題．（14⊥11－1針   

平成14年度第3回軍事会議事録の仲  

人退会承認の件  

役員選挙の件  

論文誌（JORSJ）改訂の件  

平成15年度事業計画（琴）及び   

予算（案）提出依頼の件  

第48回シンポジウム終了及び決算報告の件  

平成14年秋季研究発表会終了及び  

収支決算報告の件  

第14回RAMPシンポジウム終了及び   

収支決算報告の件  

平成14年度第3・回●oR．ゼミサーの件 

庶務幹事会委員追加の件  

JORSJ編集委員追加の件  

学術会議研連及tFFMES関係報告の件  

FMES／JABEE諸規定の件  

基本問題検討委員全からの報告の件  

研究普及委員会からの報告の件  
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．●新入会員  

一正 会 員 「  

＊飯 田 正 仁  

＊後 藤 正 幸  

＊鈴 木 秀 男  

＊高 見  勲  

＊堀 池 眞 琴  

＊堀 切 直 美  

＊矢 田 光 治  

一学生会員－  
＊井 床 利 生  

＊小野寺 武 史  

＊来 島愛 子  

＊小 林  兵  

＊金 子 雅 志  

＊神 谷 尚 一  

＊斎 藤 賢 一  

＊重異本 太 

＊重 向 洋 佑  

＊東崎原 祐 介  

＊福 本 創一朗  

一賛助会員－  
＊㈱野村総合研究所  

01014670 ㈱三菱総合研究所 社全システム研究本部ITS事業部  

01110710 武蔵工業大学 環境情報学部情報メディア学科  

01207840 筑波大学 社会工学系  

01308593 南山大学 数理情報学部数理科学科  

01507540 帝京大学 経済学部  

01507550 ㈱構造計画研究所 数理技術部シミュレーション技術室  
01704830 ㈱ハイコム  

02005460 東京大学 大学院情報理工学系研究科数理情報学専攻  

02005470 上智大学 大学院理工学研究料機械工学専攻  

02103830 東京大学 大学院総合文化研究科広域科学専攻博士課程  

02103840 東京工業大学 大学院情報理工学研究科数理・計算科学専攻  

02103850・電気通信大学 大学院情報システム学研究科情報システム運用学専攻  

02103860 早稲田大学 大学院理工学研究科機械」二学専攻経営システム工学分野  

02203250 筑波大学 大学院ビジネス科学研究科経営システム科学専攻  

02203260 電気通信大学 大学院情報システム学研究科情報システム運用学専攻  

02203芦71北海道大学 大学院工学研究科システム情報工学専攻複雑系自律系  

02302920 早稲田大学 大学院理工学研究科機械工学専攻経営システムエ学分野  

02502670 慶應轟塾大学 大学院理工学研究科  

03401010 代表者 執行役員 L山田澤明  

達給者 企画部上席専門スタッ7 神谷耕一  

会 合．記 録   

研究普及委員会  8名   

機閑話編集委員全  10名   

庶務幹事会  11名   

理事会  13名   

表彰委員会  8名  

11月 6 日（水）  

11月 7 日（木）  

11月 8 日（金）  

11月14日（木）  

11月19日（火）  
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